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2 拡張された単位根検定

前回の単位根検定は、

帰無仮説 Yt がランダム・ウォークに従う

対立仮説 Yt がAR(1)に従う

これをAR(p)に拡張したものがADF検定。
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3 推計方法

時系列データYt が単位根を持つか否かの検定をラグつきの場
合で考えると、

∆Yt = c+α t +γYt−1 +∑p−1
j=1 β j∆Yt− j

の c,α ,γ,β1, . . . ,βp−1をOLS推計して、

(ただし上記は、定数項・トレンド項ありの場合。)

帰無仮説 γ = 0 (Yt がランダム・ウォークに従う)

対立仮説 γ < 0

を検定する。臨界値は単位根検定を同様

(Davidson MacKinnon “ Estimation and Inference in Ecnometrics” p709)。
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